
日本繊維製品消費科学会賞

第12回「消費科学フロンティア賞」のご案内

一般社団法人 日本繊維製品消費科学会は，繊維製品消費科学に関する研究の進歩と普及，学術の発展に寄与すること

を目的に1960年に設立され，当初から繊維と人間，繊維と社会との関係の究明に重点をおいた特徴ある学会として発展

して参りました．学会では，消費者に最も近い分野を研究対象としているという特徴を表す学会賞として，2015年度に

日本繊維製品消費科学会賞「消費科学フロンティア賞」を新設し，2026年の年次大会で第11回目の表彰を行いました．

本年も広く皆様にご案内申し上げます．

（趣旨・対象範囲・応募）

1．この賞は，特に企業・研究所等において，生活文化にインパクトを与え，新たな価値観の創造に繋がる役割を果たし，

独創性に富んだ繊維製品，生活用品等の消費科学に関する研究・開発者に対して授与するものです．

2．選考基準は，次の①～④のいずれかに該当するものとします．

①　生活文化にインパクトを与え，新たに消費生活の発展に寄与している．

② 生活文化にインパクトを与え，今なお影響を及ぼしている．

③ 生活文化にインパクトを与え，日本発信でグローバルに認められている．

④ 国内外の産業，学術，環境保全及び社会問題への取り組みや技術発信に貢献している．

3．この賞の対象となる業績は，製品化から概ね5年とします．但し，製品化されて5年以上経過していても，最近にな

って社会貢献が顕著に見られるものも対象とします．

4．この賞は，本学会の会員（維持会員，賛助会員を含む）に適用するものとし，本学会の公募に対して応募した研究者，開

発者の個人またはグループ（概ね5名以内）を対象とします．

5．受賞者には，年次大会にて受賞講演を行っていただきます．なお，「技術レポート」は上記「消費科学フロンティア賞」

応募の必須要件ではありませんが，内容理解のためにも事前に公募段階で提出していただく事をお勧めします．事前

に技術レポートを投稿していない場合は，受賞後3か月以内に，受賞内容を本学会誌に寄稿することを必須とします．

6．2027年の受賞候補者の公募は，学会誌2026年10月号から行うとともに学会ホームページでも告示します．提出書類は，

学会ホームページからダウンロードして下さい．

応募の締切りは，2027年 1月 15日（金）とします．

多くの企業・研究所等からのご応募をお待ちしています．なお，本賞に関するお問い合わせは学会事務局へご連絡くだ

さい．

≪消費科学フロンティア賞　過去の受賞名・受賞企業≫

第1回 2016年 ノーアイロンを実現させた綿100％の形態安定加工シャツの開発 日清紡テキスタイル㈱

第2回 2017年 通気性とクッション性を両立する三次元網状構造体 東洋紡㈱

第3回 2018年 PTT 繊維の商品開発及び用途拡大 帝人フロンティア㈱

第4回 2019年
ドライ効果を有する柔軟仕上げ剤の商品開発 花王㈱

新しい滑り止め機構を有する脱げにくいカバーソックス 岡本㈱

第5回 2020年 高機能タオル クラレトレーディング㈱，浅野撚糸㈱

第6回 2021年
多孔質合成皮革 東洋クロス㈱

バストにかかる重力の影響を軽減することに着目した商品開発 ㈱ワコール

第7回 2022年 暑熱対策化学防護服の商品開発 東レ㈱

第8回 2023年 六葉断面糸の開発と展開 ユニチカトレーディング㈱

第9回 2024年 革新複合紡糸技術を活用した新規高機能・高感性繊維素材の開発・展開 東レ㈱

第10回 2025年 アウトドア用軽量高耐久ストレッチ織物の開発
東洋紡せんい㈱，東洋紡エムシー㈱，

カジナイロン㈱，カジレーネ㈱

第11回 2026年
撥水は“環境配慮”の時代へ　―非フッ素系撥水技術― 日華化学㈱

暑熱環境対策に加え，赤外線防透け機能を有する商品開発 ミズノ㈱


